
中堅・中小企業は
全企業数の９９%を占める日本経済の主役!

企業数
0.3%大企業（約1.1万社）

99.7%
中小企業（約380.9万社）

【出典】中小企業庁調査室「2017年版中小企業白書」

従業者数
29.9%大企業（約1,433万人）

70.1%
中小企業

（約3,361万人）

※1.従業者数=会社の常用雇用者数+個
人事業所の従業者数。2.民営事業所の
みを集計した。

　約382万社ある日本の企業の中で、大企業の数はたったの0.3％。働く人の割合は、その70％を中小企業が占めています。中小企業
が経済的、社会的に重要な存在であり、産業の基盤となっていることは間違いありません。
　大企業より不況の影響を受けやすいとも言われますが、躍進している企業はたくさんあります。また、業績だけではなく、長く仕事を続
けていく上で、自分はどのような働き方をしたいのかという観点も、企業研究において大切なポイントです。

中堅・中小企業で働く良さ
優良企業多数 ! 企業とともに成長できる環境

仕事を通じて大きなやりがいを感じることができるのは、必ずしも大企業に限られたことではありません。
規模が小さい企業だからこそ感じられるやりがいや喜びも多くあります。
中堅・中小企業についてよく知り、就職先の一つとして検討してみましょう！！

　中堅・中小企業で働くメリットとして、主に下記のようなものがあります。仕事に求めるものは人それぞれ。自分自身の企業選びの軸に合
うかどうか、自分の理想の働き方ができそうか、一度チェックしてみましょう。

大学の就職先一覧

大学にきた求人票

中小企業に関する書籍、業界研究本

新卒応援ハローワーク

就職四季報 優良・中小企業版

業界専門紙（業界新聞） ・グローバルニッチトップ企業１００選（経済産業省）
・グッドカンパニー大賞（中小企業研究センター）

表彰企業

企業規模だけで判断しないためのポイント

中堅・中小企業の仕事の特長とは？

　就職情報サイトではたくさんの企業が掲載されていますが、就職情報サイトを使わずに採用活動を行う中堅・中小企業も数多くあります。
就職情報サイトだけではなく、下記の方法もヒントに自分に合った中堅・中小企業を探してみましょう。

中堅・中小企業の探し方のヒント

など

特長

1
若いうちから、
責任ある仕事を任せてもらえる
中堅･中小企業では、社員一人ひとりの責任が
大きくなります。若いうちから権限を与えられ、
大企業ではなかなか体験できないような仕事を
任されることも。自分の仕事がダイレクトに結果
となって表れるので、その分やりがいも大きくな
ります。

特長

2
社員一人ひとりの意見や考え
を重視する
役職者との距離が近く、社員一人ひとりの意
見や考えを重視する傾向が強いのは、中堅･
中小企業ならでは。会社をより良くしようと熱
意を持って仕事に取り組む人にとっては、充
実感が期待できる環境と言えます。

特長

3
企業や業界への貢献を
実感できる
社員一人ひとりの仕事が、どのくらい企業の
成果に反映されているかが見えやすい中堅･
中小企業。自分の仕事が業界全体に影響を
与えていると実感できることも多く、取り組み
がいのある仕事をすることができます。

特長

4
多様な仕事を行うことが
求められる
中堅･中小企業では、各社員が多様な業務
を行うことが求められる傾向にあります。例
えば技術職であっても、時には営業や事務な
ど、広範囲にわたって仕事を行うこともあり、
それが個人の能力向上や、視野の拡大につな
がります。

特長

5
転勤が
比較的少ない
事業所が少ない中堅･中小企業は、転勤が
ない場合が多いです。もし転勤があっても、
大企業のように日本全国や海外勤務というこ
とはなく、転勤範囲が狭いのが特長です。転
勤を避けたい人は、一度事業所数を確認して
みるとよいでしょう。

特長

6
地域に密着した仕事が
できる
中堅･中小企業は地域に根ざした事業を行っ
ている会社が多いです。自分の生まれ育った
地元や好きな地域に貢献しながら仕事をした
い人は、地元重視で考えている中堅･中小企
業への就職をめざすとよいでしょう。

　組織としてフットワークが軽く、社員のオリジナリティーを発揮しやすいのが中小企業です。大企業では物事を決める流れが複雑ですが、
中小企業では上司や経営陣に意見を伝えやすいので、スピード感を持って業務にあたることができるでしょう。アットホームな雰囲気を持つ
企業も多いものですが、少人数組織に特有の密な人間関係を煩わしく思う人もいるようです。自分はどのように働きたいのか。企業規模や業種、
職種によらずに考えてみることが大切です。

自分の理想の働き方を考えてみよう

　就職活動でついつい目がいきがちなのが企業規模。安定して長く働ける、ネームバリューがあるなど大企業で働くメリットはたくさんありま
すが、就職活動において重要なのは、大企業と中小企業のどちらがいいかではなく、自分の企業を選ぶ基準が大企業に多く当てはまるか、
中小企業に多く当てはまるかを考えること。自己分析を進める中でやりたいことや働く上で譲れないポイントを明確にして、自分の軸で企業
の価値を判断することが大切です。

企業を選ぶ基準を明確にしよう

POINT❶

POINT❷

特集／企業研究［中堅･中小企業］
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